
神
代
に
近
い
昔
か
ら

上か
み

機は
た

殿で
ん

で
は
麻
の
布

下し
も

機は
た

殿で
ん

で
は
絹
の
布

ト
ン
カ
ラ
リ
　ト
ン
カ
ラ
リ
…

萱
葺
の
八や

尋ひ
ろ

殿ど
の

か
ら
響
く
の
は

神か
ん

御み

衣そ

を
織
る
機は

た

の
音

1 平成25年6月1日発行
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毎
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
る
伊
勢
神

宮
の
神
御
衣
祭
は
、
昔
さ
な
が
ら
手
織

り
機
で
織
り
上
げ
た
真
新
し
い
和に

ぎ

妙た
え

（
絹
）と
荒あ

ら

妙た
え（
麻
）を
大
神
様
に
お
供
え

す
る
祭
り
で
あ
る
。

　

こ
の
祭
り
は
、
伊
勢
神
宮
の
最
も
重

要
な
祭
り
と
さ
れ
る
神か

ん

嘗な
め

祭
と
と
も
に
、

他
の
ど
の
祭
り
よ
り
も
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
新
し
い
御ご

料り
ょ
う

を
大
神
に
お

供
え
し
、
神
威
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
神
祭
り
の
根
源
に
か
か
わ
る
祭

り
と
い
え
よ
う
。

　

松
阪
市
の
郊
外
に
広
が
る
平
野
の
中

に
、
こ
ん
も
り
と
繁
る
二
つ
の
杜
が
あ

る
。
東
の
方
が
絹
を
織
る
下
機
殿
（
神か

ん

服は
と
り織

機は
た

殿ど
の

神
社
）、
西
は
麻
を
織
る
上

機
殿（
神か

ん

麻お

続み

機は
た

殿ど
の

神
社
）で
あ
る
。
こ

の
一
帯
は
〝
御み

糸い
と

〟
と
呼
ば
れ
、
昔
、

紡
績
に
関
わ
る
渡
来
の
技
術
集
団
が
住

み
着
い
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

奉
仕
す
る
織お

り

子こ

た
ち
は
地
元
の
人
々
で
、

こ
れ
も
昔
か
ら
の
し
き
た
り
だ
。

　

五
月
一
日
、
織
り
始
め
の
神
事
、
神か

ん

御み

衣そ

奉ほ
う

織し
ょ
く

始は
じ
め

祭さ
い

が
行
わ
れ
る
。
織
子
一

同
が
清
め
の
祓
い
を
受
け
、祭
神
に「
清

く
う
る
わ
し
く
奉
織
で
き
ま
す
よ
う

に
」
と
祈
念
す
る
。
そ
の
後
、
神
社
と

並
び
建
つ
萱
葺
の
八
尋
殿
で
織
り
が
始

ま
る
。

　

十
三
日
、
無
事
織
り
上
が
っ
た
こ
と

を
感
謝
す
る
神
御
衣
奉
織
鎮
謝
祭
。　

　

翌
十
四
日
、
皇こ

う

大た
い

神
宮（
内
宮
）に
お

い
て
神
御
衣
祭
が
行
わ
れ
る
。
正
宮
と

荒
祭
宮
そ
れ
ぞ
れ
に
、
織
り
た
て
の
和

妙
と
荒
妙
が
お
供
え
さ
れ
る
。

　
春
の
神
御
衣
祭
　
５
月
14
日

　
秋
の
神
御
衣
祭
　
10
月
14
日

●
主
な
内
容

２
・
３
面
　
神
様
の
衣
を
織
る

４
～
６
面
　
お
白
石
持
行
事
、
近
づ
く

７
面
　
　
　
お
白
石
持
の
ま
ち
（
１
）

８
面
　
　
　
い
せ
び
と
歳
時
記

下機殿の八尋殿では和妙が織られている。　撮影／阪本博文

●
問
い
合
わ
せ
　
神
宮
司
庁

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

新
緑
の
杜
で
神
様
の
衣
を
織
る
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下し

も

機は

た

殿で

ん

と
上か

み

機は

た

殿で

ん

で︿
和に

ぎ

妙た

え

﹀と︿
荒あ

ら

妙た

え

﹀

同
時
進
行
！　

毎
年
、
田
圃
が
さ
み
ど
り
に
な
る
五

月
、
神
様
の
衣
の
機
織
り
は
始
ま
る
。

　

と
こ
ろ
は
、
松
阪
市
郊
外
の
田
園
地

帯
。
和
妙（
絹
）織
り
は
神か

ん

服は
と
り織
機は

た

殿ど
の

神

社
。
地
元
で
は
、
下し

も

館た
ち

さ
ん
、
下
機
殿

と
呼
ん
で
い
る
神
宮
の
所
管
社
だ
。

　

一
方
、
荒
妙（
麻
）は
神か

ん

麻お

続み

機は
た

殿ど
の

神

社
。
上か

み

館た
ち

さ
ん
、
上
機
殿
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
緑
深
い
杜
に
囲
ま
れ
て
、

神
社
と
八
尋
殿（
織
り
の
作
業
場
）と
斎

館
が
神
域
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

　

五
月
一
日
、
織
り
始
め
の
神か

ん

御み

衣そ

奉

織
始
祭
が
行
わ
れ
る
と
、
上
・
下
の
機

殿
で
同
時
に
織
り
が
始
ま
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
斎
館
に
は
神
職
一
名
が

前
日
か
ら
十
三
日
ま
で
逗
留
し
、
毎
朝
、

織
子
た
ち
を
お
清
め
し
、
毎
夕
、
作
業

の
進
み
具
合
を
聞
き
と
っ
て
は
、
日
誌

に
記
す
。

　

伊
勢
神
宮
で
は
、
年
間
に
千
五
百
回

を
数
え
る
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
三

節
祭
（
神か

ん

嘗な
め

祭
と
六
月
・
十
二
月
の
月つ

き

次な
み

祭
）や
毎
日
行
わ
れ
る
日ひ

別ご
と

朝あ
さ

夕ゆ
う

大お
お

御み

饌け

祭
な
ど
も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、

も
っ
と
も
起
源
が
古
い
と
さ
れ
る
の
が

神
嘗
祭
と
こ
の
神
御
衣
祭
な
の
だ
。

　

大
祭
中
の
大
祭
、
神
宮
式
年
遷
宮
は

二
十
年
に
一
度
を
繰
り
返
し
て
、
千
三

百
年
余
り
と
な
る
。
伊
勢
神
宮
の
鎮
座

以
来
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
祭
り
は
、

さ
ら
に
古
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
祭
り
が
皇こ

う

大た
い

神
宮
の

正
殿
と
第
一
別
宮
・
荒あ

ら

祭ま
つ
り

宮の
み
や

で
の
み
行

わ
れ
る
、
と
い
う
の
も
ほ
か
の
祭
り
に

は
な
い
不
思
議
さ
を
漂
わ
す
。

　

下
機
殿（
松
阪
市
大お

お

垣が
い

内と

）の
織
子
た

ち
は
四
名
。
東
黒く

ろ

部べ

に
住
む
女
性
た
ち

で
あ
る
。

　

朝
八
時
、
ま
ず
和
妙
の
守
護
神
（
天あ

め
の

御み

桙ほ
こ
の

命み
こ
と

・
天あ

め
の

八や

千ち

ち々

姫ひ
め

）を
祭
る
神
社

に
お
参
り
し
、
斎
館
で
潔
斎
を
し
て
白

衣
白
袴
に
着
替
え
、
神
職
に
御
塩
で
清

め
て
い
た
だ
い
て
か
ら
八
尋
殿
に
入
り
、

仕
事
に
と
り
か
か
る
。

　

材
料
と
な
る
絹
糸
は
古
く
か
ら
愛
知

県
三
河
地
方
で
紡
が
れ
た
「
赤
引
き
の

糸
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
前
日
か
ら

水
に
ひ
た
し
て
お
く
の
は
、
細
い
糸
が

切
れ
な
い
た
め
の
用
心
。
こ
れ
を
糸
車

で
管
に
巻
き
と
り
、
織
り
の
準
備
を
整

え
る
。

外光で機を織る。

和妙（絹）の糸繰り。

楠の薫る下機殿の朝。

田園の中、こんもりと緑
の島のような下機殿の杜
がある。

下機殿の神御衣奉織始
祭。地元に住む４人の織
子と祝部（ほうり）が庭上で
祈る。

織子の担う辛櫃（からひつ）
には、絹糸とお供えの針が
入っている。

荒妙の織子は男性４名。

荒妙（麻）の糸繰り。

静寂の神域に上機殿（左）と八尋殿（右）。

衣
・
食
・
住
、

基
本
と
な
る
神
々
の
御ご

料り
ょ
う

は
、

自
給
自
足
を
原
則
と
す
る
伊
勢
神
宮
。

神
様
の
衣〈
和
妙
と
荒
妙
〉も
、

春
と
秋
に
所
管
社
で
手
織
り
す
る
。

緑
の
風
の
吹
き
抜
け
る

八や

尋ひ
ろ

殿ど
の

で
織
子
た
ち
が

糸
繰
り
・
機は
た

織
り
に
い
そ
し
む
。

撮
影
／
阪
本
博
文

毎
朝
、身
を
清
め
て

和妙［神服織機殿神社］ 荒妙［神麻続機殿神社］

和
妙（
絹
）を
織
る
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仕
上
が
り
幅
は
一
尺
五
寸（
約
四
十

五
㌢
）、
長
さ
は
四
丈
一
尺
五
寸（
約
十

三
㍍
六
十
㌢
）、
機
に
取
り
付
け
る
糸

の
長
さ
は
十
四
㍍
に
も
な
り
、
そ
の
糸

数
は
九
千
六
百
四
十
八
本
。
細
や
か
に

気
を
つ
か
う
仕
事
で
あ
る
。

「
手
を
荒
ら
す
と
、
と
て
も
糸
に
は
触

れ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
っ
て
」
と
織
子
た
ち

は
奉
仕
の
期
間
は
心
し
て
わ
が
手
を
か

ば
う
。

斎宮の
ハナショウブ
群落

◎

23

松阪市

明和町

こいしろ

707

37

60

いつきのみや歴史体験館

大淀海岸へ

529

斎宮歴史博物館

0 500m 1km0 500m 1km

神服織機殿神社（下機殿）
あいぞめの館
　　御絲織物

神麻続機殿神社（上機殿）

さいくう

松阪・津へ

天香山神社

県道鳥羽松阪線

墓地
保津

伊勢へ

須賀神社

ビニール
ハウス

砂
　利　　 道

田園

織殿神社

新小藪橋

上御糸小

南
藤
原
竹
川
線

麻続神社 栗須美神社跡

須田公民館

隆子女王の墓

明和中

歴史民俗
資料館

中央公民館
明和町役場

斎王の森

坂本遊園地

六
地
蔵
石
憧

伊勢へ
竹神社

国史跡斎宮跡休憩所
明和町観光協会

伊勢小俣松阪線
（旧参宮街道）

松葉屋

伊勢へ

松阪へ

祓川橋

近鉄山田線

西光寺

竹林

10分の1
史跡全体模型

機殿小
横断
歩道

大福寺
東
黒
部
早
馬
瀬
線

櫛
田
川

祓
川

志貴

佐田

前野

保津町

腹太町

魚見町

六根町

井口中町

中海

坂本

馬之上

稲木町

高木町

竹川

あいぞめの館 御
み

絲
い と

織物

斎王まつり

斎宮のハナショウブ群落

斎宮歴史博物館

いつきのみや歴史体験館

神御衣祭の辛櫃には、織り上がった和妙と荒妙のほかに、縫い糸、縫い針などの御料も納められている。

機殿のある一帯は、かつて
松阪木綿の主産地だった。
織物ゆかりの地に建つ「伊
勢機織の里」記念碑。

荒
妙（
麻
）を
織
る

神
様
の
衣
を
織
る
─
─
、そ
の
技
と
心
が

松
阪
・
御
糸
郷
の
人
々
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

下
機
殿
か
ら
三
㌔
ほ
ど
離
れ
て
、
麻

を
織
る
上
機
殿（
松
阪
市
井い

口ぐ
ち

中な
か

町
）が

あ
る
。
こ
の
辺
り
も
古
代
か
ら
御
糸
郷

と
よ
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
は
松
阪
木
綿

の
主
産
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
ち
ら
の
織
子
は
、
井
口
中
町
内
の

男
性
た
ち
四
名
で
あ
る
。
織
子
の
仲
間

は
現
在
十
二
名
お
り
、
順
繰
り
に
奉
仕

に
当
た
る
。
昔
は
、
上
・
下
機
殿
と
も

に
織
子
と
な
る
の
は
一
家
の
未
婚
の
長

男
と
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
最
近
で

は
多
く
が
農
業
か
ら
勤
め
人
に
転
じ
、

奉
仕
の
た
め
に
長
期
の
休
暇
を
取
る
の

は
難
し
く
、
男
女
を
と
わ
ず
織
子
の
高

齢
化
は
否
め
な
い
。

　

麻
糸
は
、
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ

る
奈
良
県
の
月
ヶ
瀬
産
の
も
の
だ
。
麻

糸
は
一
～
一
・
二
㍍
の
繊
維
を
フ
ノ
リ

で
継
い
で
あ
る
。
麻
の
で
き
具
合
が
悪

い
年
は
糸
が
切
れ
や
す
く
、
ま
た
風
の

吹
く
乾
燥
し
た
日
も
織
り
の
作
業
は
糸

継
ぎ
に
手
間
が
か
か
る
。
普
通
な
ら
一

週
間
ほ
ど
で
織
り
上
が
る
の
だ
が
、
調

子
が
悪
い
と
、
電
気
の
な
い
八
尋
殿
の

こ
と
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
で
夜
遅
く

ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

織
り
上
が
っ
た
布
は
、
神
職
の
手
に

よ
り
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
機
か
ら
外
し
、

検
尺
。
数
日
乾
燥
さ
せ
、
再
び
巻
き
納

め
、
神
御
衣
奉
織
鎮
謝
祭
を
待
つ
。

　

五
月
十
三
日
、
両
機
殿
神
社
に
幣へ

い

帛は
く

が
奉
ら
れ
、〈
和
妙
〉と〈
荒
妙
〉が
無
事

に
織
り
上
が
っ
た
感
謝
の
祭
り
が
行
わ

れ
る
。
つ
づ
い
て
、
辛か

ら

櫃ひ
つ

に
納
め
ら
れ

た
神
御
衣
は
、
内
宮
へ
。
昔
、
地
元
の

人
々
は
農
作
業
を
休
ん
で
こ
れ
を
見

送
っ
た
と
い
う
。
今
年
も
織
り
始
め
の

日
、
地
元
、
機
殿
幼
稚
園
と
小
学
校
の

子
供
た
ち
が
先
生
に
引
率
さ
れ
行
儀
よ

く
神
事
を
見
守
っ
て
い
た
。
歳
月
が

培
っ
た
神
社
と
の
深
い
絆
が
感
じ
ら
れ

る
光
景
で
あ
っ
た
。

　

五
月
十
四
日
は
、神
御
衣
祭
。
正
午
、

神
職
一
同
が
、
ま
ず
正
宮
で
祭
儀
を
行

い
、
神
御
衣
を
お
供
え
し
、
次
い
で
、

荒
祭
宮
で
も
同
様
に
厳
粛
な
祭
り
が
行

わ
れ
た
。

（
文
・
乾 

淳
子
）

松阪木綿の
唯一の織元を見学

平安時代の
王朝絵巻を再現

“どんど花”が一面に

謎に包まれた
斎王の歴史を知る

王
朝
ロ
マ
ン
の
地
、織
物
の
工
場
…
…

初
夏
の
上
機
殿
・
下
機
殿
周
辺
を
訪
ね
よ
う

「
伊
勢
機
織
の
里
」と
い
わ
れ
る
下
機
殿
と
上
機
殿
の
周
辺
。

田
園
風
景
ひ
ろ
が
る
こ
の
地
は
、平
安
時
代
に
は
斎
王
の
宮
殿
が
あ
っ
た

場
所
で
も
あ
る
。周
辺
に
点
在
す
る
見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
。

十二単の試着や
平安の遊びを体験

松阪商人の
富の基盤は
「松阪木綿」。
ここは、明治
7年創業で、
藍染から織

りまで一貫して行っている。まちかど
博物館として開放しており、製造の
工程を見学できる。

主役の斎王
をはじめ総
勢約120人
が行列をな
す「斎王群
行」が見も
のだ。

天皇の代わりに伊勢神宮に仕えた
未婚の皇女・斎王が暮らした斎宮
の跡地に建つ。館内では発掘調査
で出土した土器や硯の展示をはじ
め、映像や模型・パネルなどを使い、
斎王の暮しや祭祀のようすがわか
りやすく解説されている。

斎王をはじめ王朝人が繰り広げて
いた平安の遊びや生活文化を体験
できる。十二単を着る平安装束体
験や、蹴鞠などの古代の遊び体験
など興味深いメニューがたくさ
ん。建物の隣には、10分の1史跡
全体模型もある。

ハナショウブの
原種「ノハナシ
ョウブ」（通称・
どんど花）約1万
1300株が群生
している。６月
上旬が見頃だ。
国の天然記念物指定。

q多気郡明和町養川甲373
a0596・55・2217
※見学時は要予約。

w6月1日（土）・2日（日）
q斎宮歴史博物館周辺
u斎王まつり実行委員会
a0596・52・0054

w9時30分～17時　e月曜　
q多気郡明和町竹川503
a0596・52・3800

w9時30分～17時　e月曜
q多気郡明和町斎宮3046番地25
a0596・52・3890

q多気郡明和町斎宮
「斎宮跡歴史ロマン広場」

辛
櫃
に
和
妙
・
荒
妙
を

納
め
て
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出発のとき。子供と青年の木遣り子が一体となって采をふり、天漁人たちの士気を高める。

休憩中は女性部の踊りが花を添える。

綱の練りでは老いも若きも童心に戻る。
※2～4の順番は団によって異なります。

奉曳車に古い町並みがよく似合う。

秋
の
遷
宮
に
向
け
て
、
新
し
い
御
正
殿
の
造
営
は
最
終
段
階
。

そ
の
御
敷
地
に
伊
勢
の
旧
神
領
民
ら
が
白
い
敷
石
を
奉
献
す
る
お
白し

ら

石い
し

持も
ち

行
事
が
、

七
月
末
か
ら
一
カ
月
余
を
か
け
て
行
わ
れ
る
。

市
内
七
十
七
の
奉
献
団
で
は
、
本
番
に
向
け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

着
て
綱
に
連
な
り
、
進
行
や
ワ
ン
鳴
り

（
奉
曳
車
の
車
軸
と
車
軸
受
け
が
こ
す

れ
あ
っ
て
響
く
ホ
ラ
貝
の
よ
う
な
音
）、

木
遣
り
な
ど
の
調
子
を
確
認
す
る
の
だ
。

町
内
曳
、
初
曳
と
い
う
団
も
あ
る
。

　

川か
わ

端ば
た

町ち
ょ
う

天て
ん

漁ぎ
ょ

人に
ん

奉
献
団
で
は
、
三
月

二
十
四
日
に
町
内
か
ら
上う

え

地じ

町
ま
で
初

曳
し
た
。
川
端
町
は
、
か
つ
て
参
宮
客

が
宮
川
を
渡
る
手
前
の
左
岸
に
開
け
た

街
道
筋
の
町
。
江
戸
時
代
は
紀
州
藩
領

だ
っ
た
が
、
こ
こ
の
漁
師
た
ち
が
宮
川

で
捕
っ
た
鮎
を
神
宮
に
た
び
た
び
献
上

し
て
い
た
の
で
、神
宮
か
ら
「
天
漁
人
」

の
名
を
い
た
だ
き
、
右
岸
の
旧
神
領
民

と
同
様
に
お
木き

曳ひ
き

や
お
白
石
持
を
す
る

誉
れ
を
得
た
。

　

川
端
町
の
他
に
も
、
奉
仕
や
神
饌
奉

献
な
ど
に
よ
り
神
宮
か
ら
与
え
ら
れ
た

雅
号
を
旗
印
と
し
て
掲
げ
て
い
る
団
は

多
い
。
神
宮
へ
の
奉
仕
を
特
権
と
し
て

誇
る
〝
神
領
民
〟
の
心
意
気
を
、
各
町

は
受
け
継
い
で
き
た
の
だ
。

　

午
前
七
時
三
十
分
、
集
合
場
所
で
あ

る
奉
曳
倉
庫
前
の
広
場
に
は
、
準
備
の

整
っ
た
奉
曳
車
の
周
り
に
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
二
百
人
以
上
の
団
員
が
集

ま
っ
て
い
た
。
曳
き
手
を
は
じ
め
、
本

木
遣
り
や
青
年
道
中
木
遣
り
、
梃て

子こ

方

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
揃
い
の
法
被
を
着
用
。

そ
の
背
に
「
漁
」
や
「
天
漁
人
」
の
文

字
が
踊
る
。

　

七
年
前
の
お
木
曳
で
新
調
し
た
奉
曳

車
は
三
十
六
個
の
樽
が
三
段
に
積
み
上

げ
ら
れ
、
本
木
遣
り
の
せ
り
台
も
設
え

ら
れ
て
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
い
。「
全

団
の
中
で
も
三
番
目
か
四
番
目
ぐ
ら
い

に
大
き
い
車
で
す
よ
」
と
団
長
の
松
田

　

三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
旧
外
宮

領
な
ど
陸お

か

曳び
き

の
奉
献
団
は
、
地
元
で
奉

曳
車
の
試
し
曳び

き

を
す
る
。
奉
献
当
日
に

お
白
石
を
納
め
る
樽
を
し
っ
か
り
荷
締

め
し
、
飾
り
付
け
も
本
番
と
同
じ
よ
う

に
施
す
。
団
員
た
ち
も
揃
い
の
法
被
を

お
白
石
持
行
事
、近
づ
く

満
さ
ん（
63
）も
誇
ら
し
げ
だ
。

　

出
発
前
、
子
供
と
青
年
に
よ
る
景
気

づ
け
の
本
木
遣
り
と
道
中
木
遣
り
が
唄

わ
れ
る
。
子
供
た
ち
が
熱
心
に
唄
う
木

遣
り
に
応
え
、
大
人
た
ち
が
真
剣
な
表

情
で
「
ハ
ァ
ー
、ド
ッ
コ
イ
ド
ッ
コ
イ
」

と
囃
す
。
木
遣
り
は
曳
き
手
た
ち
の
心

を
合
わ
せ
、
士
気
を
高
め
る
も
の
。
大

半
の
団
が
一
年
以
上
前
か
ら
毎
週
練
習

を
重
ね
て
声
を
磨
い
て
き
た
。

「
川
端
音
頭
」で
綱
を
練
る

　

八
時
四
十
五
分
、
い
よ
い
よ
出
発
。

曳
き
手
た
ち
が
持
つ
二
本
の
綱
の
間
に

木
遣
り
子
た
ち
が
並
び
、
木
遣
り
を
三

本
唄
う
。
最
後
に
「
エ
ン
ヤ
―
！
」
と

威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
綱
が
曳

か
れ
、
奉
曳
車
が
動
き
始
め
た
。「
ブ

オ
ー
ン
」と
い
う
ワ
ン
鳴
り
が
高
ら
か

に
響
く
。
ワ
ン
鳴
り
は〝
十
団
十
色
〟。

多
く
の
団
が
伝
統
の
音
色
に
こ
だ
わ
る
。

川
端
町
で
も
初
曳
前
に
三
、
四
本
用
意

し
た
車
軸
を
取
り
替
え
た
り
ヤ
ス
リ
を

か
け
た
り
し
な
が
ら
音
色
を
調
整
し
て

き
た
。
奉
曳
車
が
生
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
ほ
ど
迫
力
あ
る
ワ
ン
鳴
り
は
、

そ
ん
な
努
力
の
賜
物
だ
。

　

一
行
は
、
か
つ
て
茶
屋
や
旅
籠
な
ど

が
並
ん
で
い
た
熊
野
街
道
、
伊
勢
本
街

道
筋
の
住
宅
街
を
進
む
。
時
折
、
妻
入

り
の
家
が
残
る
古
い
街
を
抜
け
、
の
ど

か
な
田
園
地
帯
を
ゆ
く
約
二
・
三
㌔
の

コ
ー
ス
だ
。

　

各
団
の
お
白
石
持
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
特
色
が
出
る
。
日
頃
か
ら
女
性
が

活
躍
し
て
い
る
町
の
団
は
、
女
性
や
子

伊 勢 の

お白石持

本
番
に
向
け
た
予
行
演
習
で

町
民
の
心
を
一つ
に

試し曳

奉献までの道のり

1
2
3
4
5

結団式
　▼
お白石拾い
　▼
試し曳
　▼
浜参宮
　▼
本　番
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伊 勢 の

お白石持

お
白
石
持
を
前
に

二
見
浦
で
心
身
を
清
め
る

浜参宮

積み上げた樽をいかにしっかり、かつ美しく縛るか。
樽縛りも各団の伝統があり、練習を重ねている。

上／清き渚の二見浦へ、浜参宮。二見
興玉神社の拝殿は海のすぐ近くにある。
下／旅館街で道唄を披露する宮町奉献
団。にぎやかな道中だ。

春の大祭・藻刈神事で刈り取ったアマモ（海草）を束ねた無垢塩草の幣でお祓い。

地元・二見浦茶屋清渚連の奉曳車がゆく。

た
め
後
ろ
に
出
て
い
る
木
）を
梃
子
で

瞬
時
に
動
か
し
た
り
、
尻
木
に
つ
な
げ

た
綱
を
力
一
杯
引
い
た
り
た
り
し
て
、

車
の
角
度
を
即
座
に
変
え
る
。
車
の
前

方
で
も
、
曳
き
手
た
ち
が
綱
を
曲
が
り

角
の
外
側
に
全
力
で
引
っ
ぱ
り
、
車
が

道
の
真
ん
中
で
曲
が
る
よ
う
に
努
め
る
。

楽
し
い
試
し
曳
も
こ
の
と
き
ば
か
り
は

み
な
真
剣
。
無
事
曲
が
り
き
っ
た
後
は
、

ほ
っ
と
し
た
表
情
が
広
が
る
。

み
な
で
力
を
合
わ
せ
る
喜
び

　

道
中
、
長
い
綱
の
前
と
後
ろ
で
一
時

的
に
動
き
が
合
わ
ず
、
車
が
止
ま
る
こ

と
も
何
度
か
あ
っ
た
。
み
ん
な
で
心
を

合
わ
せ
な
け
れ
ば
車
は
動
か
な
い
。
逆

に
言
え
ば
、
町
が
一
丸
と
な
る
充
実
感

こ
そ
お
白
石
持
の
醍
醐
味
な
の
だ
。

　

十
一
時
四
十
五
分
、
上
地
町
の
台
地

へ
の
ゆ
る
や
か
な
上
り
坂
に
さ
し
か
か

る
。「
エ
ン
ヤ
―
、前
、前
、エ
ン
ヤ
―
、前
、

前
」。
進
行
係
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
掛
け

声
が
ひ
と
き
わ
高
く
な
り
、
曳
き
手
た

ち
は
力
を
入
れ
て
一
気
に
上
り
き
っ
た
。

い
よ
い
よ
城き

田だ

神
社
近
く
の
終
着
点
へ
。

本
番
で
は
、
最
後
に
勢
い
よ
く
走
る
エ

ン
ヤ
曳
を
行
う
予
定
だ
が
、
初
曳
で
は

整
然
と
曳
き
終
え
た
。「
本
番
に
向
か

っ
て
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
」
と
松
田
団

長
。
解
散
後
、
団
員
た
ち
は
全
員
で
城

田
神
社
に
参
拝
。
本
番
の
無
事
遂
行
を

祈
り
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

か
つ
て
神
領
民
に
課
せ
ら
れ
た
使
役

だ
っ
た
お
白
石
持
は
、
い
つ
し
か
町
衆

の
ハ
レ
の
場
と
な
り
、
明
治
以
降
も
志

願
し
て
奉
献
団
を
結
成
。
二
十
年
毎
の

伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

旧
神
領
民
で
あ
る
伊
勢
の
人
々
に
と
っ

て
は
遷
宮
に
奉
仕
で
き
る
と
と
も
に
、

同
じ
町
の
住
民
が
共
に
綱
を
曳
い
て
地

域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
い
う
二
重

の
喜
び
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

各
団
で
は
い
ま
、
奉
曳
車
の
調
整

や
進
行
の
計
画
、
道
中
の
安
全
（
ケ
ガ
、

熱
中
症
等
）対
策
な
ど
の
準
備
を
入
念

に
進
め
て
い
る
。
二
十
年
に
一
度
、
各

町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
ら
し
さ
を
確
認
し
、

伊
勢
が
も
っ
と
も
伊
勢
ら
し
く
活
気
づ

く
。
お
白
石
持
の
夏
に
向
け
て
─
─
。

車
に
載
せ
て
奉
納
し
て
お
り
、
川
曳
団

で
あ
り
な
が
ら
、
奉
曳
車
を
も
っ
て
い

る
。
出
発
式
の
後
は
、
自
慢
の
奉
曳
車

に
お
白
石
を
つ
め
た
樽
を
積
ん
で
旅
館

街
を
練
り
歩
い
た
。

　

こ
の
日
、
ひ
と
き
わ
元
気
な
木
遣
り

を
披
露
し
て
い
た
の
は
、
小お

俣ば
た

町
奉
献

団
だ
。
今
回
の
遷
宮
に
あ
た
り
結
成
さ

れ
た
た
め
、
お
白
石
持
は
今
回
が
初
め

て
。
そ
の
分
、
気
合
い
も
十
分
で
浜
参

宮
に
は
役
員
、
木
遣
部
、
道
唄
部
、
梃

子
部
、
車
輌
部
な
ど
か
ら
お
よ
そ
二
百

五
十
人
が
参
加
し
た
。
出
発
式
に
は
、

総
勢
八
十
人
の
木
遣
部
隊
が
集
結
。
浜

参
宮
は
、
自
分
の
町
の
外
で
木
遣
り
を

唄
う
、
最
初
の
機
会
と
な
る
。
七
年
前

の
お
木
曳
後
も
解
散
せ
ず
続
け
て
き
た

と
い
う
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
子
ど

も
木
遣
り
か
ら
青
年
木
遣
り
ま
で
自
慢

の
唄
声
を
堂
々
と
披
露
し
た
。

無
垢
塩
草
で
お
祓
い

　

二
見
興
玉
神
社
の
神
域
に
入
る
と
そ

れ
ま
で
と
は
一
転
、
厳
か
な
空
気
に
包

ま
れ
る
。
波
の
音
が
聴
こ
え
る
拝
殿
の

中
で
、
町
民
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
無
事

奉
献
で
き
る
よ
う
に
と
祝の

り

詞と

と
無む

垢く

塩し
お

草く
さ

に
よ
る
お
祓
い
を
う
け
る
。
お
祓
い

の
後
は
奉
献
団
に
よ
る
木
遣
り
の
奉
納

だ
。「
波
の
花
咲
く　

二
見
浦
で　

心

を
清
め
て　

石
を
曳
く
」─
─（
常
磐
仲

町
奉
献
団
）。
白
石
奉
献
に
の
ぞ
む
神

領
民
の
思
い
を
唄
っ
た
木
遣
り
が
拝
殿

に
響
き
渡
っ
た
。

　

浜
参
宮
を
終
え
た
常
磐
仲
町
奉
献
団

の
参
加
者
は
「
無
事
終
え
て
、
わ
が
団

の
団
結
力
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
」
と
ほ
っ
と
し
た
表
情
。
同
団
の
女

性
踊
り
部
と
し
て
踊
り
を
披
露
し
た
大

田
明
子
さ
ん
、中
村
ひ
で
こ
さ
ん
は「
初

披
露
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。
本

番
へ
向
け
て
、
し
っ
か
り
調
整
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔

で
お
白
石
持
へ
の
意
欲
を
語
っ
た
。

（
文
・
中
川
絵
美
子
）

伊
勢
が
も
っ
と
も
伊
勢
ら
し
く

活
気
づ
く
夏
へ
─
─

　

お
白
石
持
行
事
へ
向
け
て
、
各
奉
献

団
が
行
う
「
浜
参
宮
」。
こ
れ
は
、
お

白
石
持
行
事
に
先
立
ち
、
心
身
を
清
め

る
禊み

そ
ぎに

あ
た
る
。
四
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
の
土
日
を
中
心
に
七
十
余
団
の
奉

献
団
が
二
見
興
玉
神
社
へ
浜
参
宮
を
す

る
。

旅
館
街
に
木
遣
り
唄
ひ
び
く

　

四
月
七
日
の
初
日
は
、
十
団
が
二
見

浦
を
訪
れ
た
。
二
十
年
に
一
度
の
ハ
レ

の
日
と
あ
っ
て
、
木
遣
り
や
踊
り
な
ど

で
盛
大
に
出
発
式
を
行
い
、
旅
館
が
建

ち
並
ぶ
夫
婦
岩
表
参
道
か
ら
神
社
ま
で

歩
く
団
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
二
見
浦
茶
屋

清せ
い

渚ち
ょ

連
だ
。
こ
の
団
は
、
二
見
興
玉
神

社
の
氏
子
と
し
て
、
年
三
回
、
夫
婦
岩

に
掛
け
ら
れ
る
大
注し

連め

縄な
わ

を
木
の
奉
曳

供
の
踊
り
に
力
が
入
っ
て
い
る
し
、
繁

華
街
に
あ
る
団
は
奉
曳
車
も
華
や
か
だ
。

　

川
端
町
の
場
合
は
、
伝
統
的
な
川
端

音
頭
に
誘
わ
れ
て
始
ま
る
綱
の〝
練
り
〟 

が
見
も
の
だ
。
川
端
音
頭
は
天
漁
人
の

由
来
と
な
っ
た
鮎
漁
を
唄
っ
て
お
り
、

「
ど
ん
ぶ
り 

こ
ん
ぶ
り 

ざ
ん
ぶ
り 

づ

ん
ぶ
り 

漁
り
つ
つ
～
」
な
ど
と
い
う

節
に
合
わ
せ
て
二
本
の
綱
を
上
下
に
揺

ら
す
。
唄
い
終
わ
っ
て
木
遣
り
子
が
釆

を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
と
、
曳
き
手
た

ち
は
二
本
の
綱
を
真
ん
中
で
合
わ
せ
て

押
し
合
い
、
蛇
行
す
る
川
の
よ
う
に
練

る
。
笑
顔
と
歓
声
が
弾
け
る
瞬
間
だ
。

　

そ
の
一
方
で
緊
張
す
る
の
が
曲
が
り

角
。
奉
曳
車
の
後
ろ
で
舵
を
と
る
梃
子

方
が
、
尻
木
（
車
の
重
心
を
調
整
す
る

五十鈴川河口の一色町では、４月14日に試し
曳を行った。お白石持は一般の祭と異なり、町
の多くの人が曳き手として参加できるので、大い
に盛り上がる。

（文・橋本義男）

さわやかな潮風吹くなか
夫婦岩表参道に各町自慢の木遣り唄が響く。
二
ふた

見
み

興
おき

玉
たま

神社でのお祓いをすませ、
身も心も新たに本番へのぞむ──。
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新
し
い
御
敷
地
へ
納
め
る
お
白
石
は

昔
か
ら
、神
領
民
が
宮
川
で
拾
い
集
め
る
の
が
な
ら
わ
し
だ
。

神
さ
ま
の
庭
石
に
見
合
う
も
の
を
─
─
。

伊
勢
人
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
町
民
総
出
で
拾
い
集
め
る
。

宮川中流域で行われた磯町奉献団のお白石拾い。（平成23年11月20日撮影）

上／子どもたちもお白石拾い。こうして伊
勢では幼いうちからお伊勢さんが身近な存
在となる。左／みんなで拾い集めたお白石。

明治期、お白石
を運ぶために使
われていた天秤
の篭なども並ぶ。

お白石拾いの前に、氏神でお祓いをうける。

知
ら
せ
を
出
し
た
り
…
…
と
、
早
い
団

で
は
お
白
石
持
行
事
の
数
年
も
前
か
ら

お
白
石
集
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
旧
神
領
で
は
、「
白

石
信
心
持
」
と
い
っ
て
、
自
発
的
に
お

白
石
拾
い
に
出
か
け
た
と
い
う
。
白
い

石
は
ど
こ
の
河
原
に
も
あ
り
そ
う
だ
が
、

神
さ
ま
の
庭
石
に
見
合
う
よ
う
に
、
決

め
ら
れ
た
条
件
が
い
く
つ
か
あ
る
。
長

老
た
ち
の
話
に
よ
る
と
「
子
ど
も
の
握

り
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
大
き
さ
（
約
七
・

五
㌢
）で
、
光
沢
と
透
明
感
の
あ
る
石

英
岩
。
表
面
が
つ
る
つ
る
の
丸
石
で
は

な
く
、
適
当
に
角
張
っ
て
い
る
の
が
望

ま
し
い
」
と
の
こ
と
。
ほ
ん
の
り
と
あ

た
た
か
み
の
あ
る
白
さ
で
。
こ
れ
ら
の

条
件
に
か
な
う
白
石
は
、
全
国
で
も
宮

川
と
四
国
の
吉
野
川
に
し
か
な
い
と
い

わ
れ
る
。
近
年
、
宮
川
の
上
流
に
ダ
ム

が
で
き
て
か
ら
は
、
手
頃
な
白
石
が
少

な
く
な
り
、〝
お
白
石
の
確
保
〟は
奉
献

団
に
と
っ
て
悩
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

一
石
一
石
、
真
心
こ
め
て

　

お
白
石
持
行
事
が
近
づ
く
と
、
休
日
、

宮
川
の
河
原
で
団
旗
を
立
て
て
、
お
白

石
拾
い
を
す
る
奉
献
団
の
人
々
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
る
。
河
原
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
白
石
拾
い
の
情
景
は
、
隣

近
所
が
誘
い
合
わ
せ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

来
て
い
る
よ
う
に
、
の
ど
か
で
楽
し
げ

だ
。
お
白
石
の
条
件
を
年
配
者
が
子
ど

も
に
教
え
な
が
ら
、
ま
る
で
宝
探
し
の

清
流
・
宮
川
の
河
原
で

　

お
白
石
持
行
事
で
、
真
新
し
い
神
殿

の
建
つ
御
敷
地
に
神
領
民
が
手
ず
か

ら
納
め
る
「
お
白
石
」。
そ
の
白
石
は
、

昔
か
ら
伊
勢
の
西
境
を
流
れ
る
清
流
・

宮
川
の
河
原
で
神
領
民
が
拾
い
集
め
る

の
が
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
宮
・
外
宮
へ
の
奉
献
へ
向
け
て
、

必
要
と
な
る
の
は
、
お
よ
そ
二
十
～
三

十
万
個
の
お
白
石
だ
。
各
町
で
は
、
お

白
石
を
確
保
す
る
た
め
に
、
町
民
総
出

で
河
原
へ
拾
い
に
行
っ
た
り
、
各
戸
に

「
何
個
以
上
集
め
る
よ
う
に
」
と
の
お

伊 勢 の

お白石持

こ
ぶ
し
大
の
白
石
を

宮
川
の
河
原
へ
拾
い
集
め
に

お白石
拾 い

よ
う
に
み
ん
な
が
真
剣
に
拾
い
集
め
て

い
る
。

　

ま
た
中
に
は
町
内
の
親
睦
を
兼
ね
て
、

お
白
石
拾
い
の
後
に
河
原
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
を
す
る
町
も
あ
る
。
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
お
白
石
奉
献
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
大
切
だ
。
こ

う
し
て
、
ま
ち
の
絆
も
少
し
ず
つ
固
い

も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

み
ん
な
で
拾
い
集
め
た
お
白
石
は
、

町
に
持
ち
帰
り
、
一
石
一
石
、
丁
寧
に

洗
っ
て
、
氏
神
の
境
内
や
公
民
館
な
ど

に
大
切
に
保
管
さ
れ
、
奉
献
の
日
を
待

つ
こ
と
と
な
る
。 （
文
・
中
川
絵
美
子
）

　
外
宮
・
ま
が
た
ま
池
畔
に
あ
る
「
せ
ん
ぐ
う
館
」
で
は
、

現
在
、
企
画
展『
御
白
石
持
行
事
』を
開
催
中
だ
。

　
式
年
遷
宮
の
諸
行
事
の
中
で
、
旧
神
領
民
と
特
別
神
領

民（
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
遷
宮
行
事
に
奉
仕
す
る
人
々
）が

奉
仕
す
る
行
事
に
は
、
お
木き

曳ひ
き

行
事
・
宇
治
橋
渡
わ
た
り

始
は
じ
め

式
・

お
白
石
持
行
事
の
三
つ
が
あ
る
。
な
か
で
も
お
白
石
持
行

事
は
、
式
年
遷
宮
の
完
遂
を
目
指
す
中
で
も
っ
と
も
重
要

で
あ
り
、
真
新
し
い
社
殿
を
間
近
に
拝
し
な
が
ら
自
ら
運

ん
だ
お
白
石
を
奉
献
で
き
る
神
領
民
に
と
っ
て
も
誇
り
高

い
行
事
だ
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
前
回
、
前
々
回
の
お
白
石
持
行

事
の
写
真
パ
ネ
ル
や
、
昭
和
四
年
度
遷
宮
の
お
白
石
持
行

事
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
絵
葉
書
、
町
内
で
回
覧
さ
れ
て

い
た
白
石
奉
献
に
臨
む
た
め
の
注
意
書
き
、
前
々
回
の
お

白
石
奉
献
の
と
き
に
実
際
に
使
わ
れ
た
法
被
な
ど
、
奉
献

時
の
臨
場
感
が
伝
わ
る
も
の
を
中
心
に
展
示
し
て
い
る
。

「
神
領
民
と
お
白
石
持
行
事
の
関
わ
り
の
深
さ
を
感
じ
ら

れ
る
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
こ
の
行
事
を
身
近
に

感
じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
学
芸
員
の
長
谷

川
明
輝
さ
ん
は
語
る
。

　
せ
ん
ぐ
う
館
で
の
企
画
展
は
お
白
石
持
行
事
の
〝
入
門

編
〟。
も
っ
と
詳
し
く
歴
史
な
ど
を
知
り
た
い
人
向
け
に

は
、
七
月
九
日（
火
）～
九
月
八
日（
日
）に
神
宮
徴
ち
ょ
う

古こ

館か
ん

で

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
展
『
御
白
石
』
も
開
か
れ
る

予
定
だ
。

　
な
お
、
せ
ん
ぐ
う
館
で
は
、
こ
の
企
画
展
会
期
中
、
毎

週
土
曜
に
職
員
に
よ
る
解
説
も
行
っ
て
い
る
。
詳
細
は

せ
ん
ぐ
う
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.se
ng
uka
n.

jp

）ま
で
。

時間：9時～16時30分（入館は16時まで）　休館日：第4火曜　入館料：一般300円、小・中学生100円　住所：伊勢市豊川町前野126-1（外宮域内）　 電話：0596-22-6263

今
夏
は
じ
ま
る

お
白
石
持
行
事
の〝
入
門
編
〟

おN

白O

石W

式
年
遷
宮
記
念
せ
ん
ぐ
う
館

企
画
展

『
御
白
石
持
行
事
』

開
催
中
～
７
月
22
日（
月
）
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お白石持は、伊勢の各町
の歴史や気風を反映しな
がら、今日まで受け継がれ
てきた。代表的なお白石持
の町を訪ね、奉献のあら
ましや町の見どころ、味ど
ころなどを紹介する。

磯
町
慶
光
院
奉
献
団

磯
町
　
い
そ
ま
ち

お白石持
のまち
4回シリーズ────────
第  1  回

　

世
帯
数
は
百
六
十
戸
弱
だ
が
、
お
白

石
持
の
参
加
者
は
二
千
五
百
人
と
多
い
。

「
親
戚
な
ど
も
含
め
て
一
戸
で
平
均
十

人
、
町
内
で
千
七
百
人
ぐ
ら
い
が
参
加

し
ま
す
。
あ
と
は
神
宮
や
慶
光
院
家
の

関
係
の
方
々
で
す
ね
」
と
磯
町
慶
光
院

　

国
道
二
三
号
か
ら
宮
川
の
左
岸
に
出

て
、
堤
防
沿
い
に
河
口
方
面
へ
進
む
と
、

ほ
ど
な
く
川
幅
が
倍
ほ
ど
に
広
が
っ
て

い
く
。
磯
町
の
集
落
は
、
そ
ん
な
河
口

近
く
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
あ

る
。 慶

光
院
曳
を
誇
る

神
宮
ゆ
か
り
の
奉
献
団

奉
献
団
団
長
の
奥
山
勉
さ
ん（
64
）。

　

千
三
百
年
前
か
ら
続
く
式
年
遷
宮
が

戦
国
時
代
に
い
っ
と
き
途
絶
え
た
と
き
、

社
殿
の
荒
廃
に
心
を
痛
め
、
遷
宮
復
興

の
た
め
諸
国
を
勧
進
し
た
の
が
尼
寺
・

慶
光
院
の
守し

ゅ

悦え
つ

、
清せ

い

順じ
ゅ
ん

、
周し

ゅ
う

養よ
う

の
三
代

に
わ
た
る
上
人
だ
っ
た
。

　

そ
の
貢
献
に
よ
り
、天
正
十
三
年（
一

五
八
五
）に
内
宮
の
遷
宮
が
百
二
十
三

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
と
、
慶
光
院
は
豊

臣
秀
吉
か
ら
磯
村（
現
磯
町
）の
百
石
を

拝
領
す
る
。
外
宮
領
で
も
内
宮
領
で
も

な
い
旧
寺
領
の
磯
町
は
、
お
木
曳
の
際

に
唯
一
、
内
宮
御
正
殿
の
御み

扉と
び
ら

木ぎ

を
奉

曳
す
る
栄
誉
を
今
日
ま
で
受
け
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
宮
川
堤
か
ら
内
宮
ま
で

約
九
㌔
、
十
四
時
間
か
け
て
の
奉
曳
は
、

そ
ん
な
歴
史
に
相
応
し
い
風
格
を
た
た

え
て
い
る
。

　

町
民
の
神
宮
と
旧
領
主
へ
の
敬
慕
は

今
も
強
い
。
毎
年
、
磯
神
社
や
隣
接
す

る
磯
つ
つ
じ
公
園
の
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
に

な
る
と
神
宮
の
大
宮
司
を
招
待
し
て
宴

を
開
き
、
五
月
初
旬
に
は
玉
雲
寺
に
慶

光
院
本
家
を
招
い
て
法
要
を
営
む
。

 

そ
の
縁
に
よ
り
、
お
木
曳
や
お
白

石
奉
献
の
際
に
は
神
宮
関
係
者
や
百
人

以
上
の
慶
光
院
家
ゆ
か
り
の
人
々
が
全

国
か
ら
参
加
す
る
。「
気
品
よ
く
統
制

の
と
れ
た
慶
光
院
曳
を
ぜ
ひ
見
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
奥
山
さ
ん
。
栄
え
あ
る

お
白
石
奉
献
を
心
待
ち
に
す
る
磯
町
の

人
々
は
、
一
つ
の
大
き
な
〝
家
族
〟
の

よ
う
で
も
あ
る
。（
Ｈ
）

　

参
宮
街
道
、
伊
勢
本
街
道
、
熊
野
街

道
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
伊
勢
を
め
ざ
し
た
旅

人
は
、
宮
川
を
越
え
、
筋す

じ

向か
い

橋
で
落
ち

合
っ
た
。
そ
ん
な
交
通
の
要
衝
に
あ
る

の
が
常
磐
町
だ
。小
さ
な
地
区
だ
が「
常

磐
第
一
」「
常
磐
仲
町
」「
常
磐
西
世
古
」

「
常
磐
表
町
」
と
四
つ
の
奉
献
団
に
分

か
れ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
浦う

ら

之の

橋は
し

商
店
街
が
あ
る
常

磐
二
丁
目
の
住
民
で
結
成
さ
れ
る
の
が

常
磐
仲
町
奉
献
団
。
戸
数
は
約
六
十
と

市
内
で
は
最
小
の
古
い
歴
史
を
も
つ
奉

献
団
だ
。

　

こ
の
奉
献
団
で
は
五
十
戸
以
上
を
商

店
主
が
占
め
て
お
り
、
ふ
だ
ん
か
ら
の

協
力
体
勢
で
培
わ
れ
た
仲
の
よ
さ
が
特

徴
だ
。「
商
店
街
の
振
興
組
合
が
そ
の

ま
ま
、
奉
献
団
の
組
織
な
の
で
、
結
束

力
は
強
い
で
す
ね
」
と
中な

か

幸こ
う

青
果
の
店

長
で
あ
り
、
奉
献
団
の
副
団
長
を
務
め

る
中
村
雅
美
さ
ん（
49
）は
語
る
。

　

浦
之
橋
商
店
街
は
、
西
は
筋
向
橋
か

ら
高
柳
通
に
接
す
る
東
端
ま
で
、
約
三

百
㍍
に
青
果
店
、
鮮
魚
店
、
生
鮮
食
料

品
店
な
ど
五
十
店
以
上
が
並
ぶ
。
創
業

百
年
以
上
の
店
も
あ
り
、
古
い
歴
史
を

も
つ
商
い
の
ま
ち
だ
。

　

一
方
、
商
店
街
が
休
み
の
日
曜
を
利

用
し
て
、
毎
月
第
二
日
曜
に「
日
曜
市
」、

第
三
日
曜
に「
軽
ト
ラ
市
」を
開
催
す
る

な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
に
も
積
極
的

だ
。
市
は
、
鮮
魚
、
干
物
、
パ
ン
、
花

な
ど
二
十
店
舗
以
上
が
並
び
、
多
く
の

人
で
賑
わ
う
名
物
市
と
な
っ
て
い
る
。

「
衣
食
住
の
な
か
で
も
、『
食
』に
関
わ

る
専
門
店
が
多
く
て
、
伊
勢
の
人
の
生

活
に
密
着
し
た
ま
ち
で
す
。
浦
之
橋
へ

来
た
ら
、
何
で
も
揃
う
ん
で
す
よ
」
と

大
田
魚
店
の
大
田
不
二
さ
ん（
73
）。
こ

の
店
に
は
、
地
元
の
主
婦
だ
け
で
な
く
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
か
ら
食
材
を
調

達
し
に
く
る
料
理
人
も
多
い
。「
お
客

さ
ん
も
み
ん
な
顔
見
知
り
で
す
」
と
店

主
で
あ
り
、
団
長
を
務
め
る
大
田
春
彦

さ
ん（
77
）。
客
と
の
長
年
の
信
頼
関
係

が
、
安
心
で
質
の
良
い
商
品
の
提
供
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

小
さ
く
て
も
、
い
ま
も
活

発
な
交
流
が
あ
る
商
店
街
。

観
光
地
で
は
な
い
、
伊

勢
の
〝
素
顔
〟
に
出
会

え
そ
う
だ
。（
Ｎ
）

宮川の左岸堤防から磯町と川を望む。河口に近い堤防からはのどかな風景が広が
り、朝日も美しい。

宮川左岸のほとりにたたずむ臨済宗
妙心寺派の玉雲寺。

磯町から眺める宮川。
大河の趣がある。

産土神の磯神社。こんもりとした
鎮守の森に包まれている。

左／地元の鮮魚が揃う大田魚店。
上／常磐仲町奉献団で副団長をつと
める中村雅美さん。

「うらのはし軽トラ市」（第3日曜開催）では、商店街が歩行者天国になる。

奉 献 団 の

わがまち自慢

奉 献 団 の

わがまち自慢

そ
の

１

磯つつじ公園
４月下旬から５月初旬にかけて、
赤、白、ピンク色の美しいツツ
ジが咲き誇る。ツツジ以外にも
桜や藤など20種類以上の花々
が四季折々に楽しめる。

伊勢たくあん
かつて磯町内の６～７割の家が
作っていた。地元産の細長い
御薗大根を10日ほど天日干しし
てから漬けるので風味と歯切れ
が良い。町内の奥山商店（☎
0596-37-2255）では大根を
自家栽培し、昔ながらの無添
加無着色で作る。100g120円。

木下茶園「山菜おこわ」
お茶屋さんの隠れた名物。せい
ろで蒸す、手づくりの山菜おこわ
（300円）と、赤飯（250円）の
2種類がある。毎朝10時30分
頃に炊きあがる。30食限定。
☎0596-28-3789島地屋餅店「さわ餅」

島地きよさん（78）・朗子さん
（40）が毎朝つきたてで手作
りしている。保存料は使わず、
素朴で優しい味わいに長年の
ファンが多い。さわ餅155円。
☎0596-28-0930

磯神社

玉雲寺

磯つつじ
公園

宮川23

●

卍卍

浦之
橋商
店街

中幸青果
島地屋餅店

角谷紙店 伊勢慶友病院

山田上口

ぎゅーとら
コア店

島地屋餅店

角谷紙店 伊勢慶友病院

梅香寺

今社
木下園

大田魚店

山田上口
参宮線

ぎゅーとら
コア店浦口

宮町

筋向橋
●

●
●

●

●

●
●

●

37

60

22

内
宮
奉
献 

８
月
３
日（
土
）

内
宮
奉
献 

８
月
11
日（
日
）

外
宮
奉
献 

８
月
30
日（
金
）

常
磐
仲
町
奉
献
団

常
磐
二
丁
目
　
と
き
わ
に
ち
ょ
う
め

伊
勢
人
の
生
活
に

密
着
し
た
商
い
の
ま
ち

そ
の

２
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伊
勢
の
町
は
二
十
年
ぶ
り
の
お
白
石
持

行
事
を
目
前
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

編
集
室
も
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
･
編
集
に
加

え
、
八
年
間
の
遷
宮
取
材
を
集
大
成
し
た

ム
ッ
ク
本『
お
伊
勢
さ
ん
と
遷
宮
』（
七
月

発
行
）の
編
集
追
い
込
み
中
。
地
元
な
ら

で
は
の
視
点
と
内
容
に
ご
期
待
下
さ
い
。

伊
勢
文
化
舎
代
表
　
中
村
　
賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

１
日
㊏
伊
勢
え
び
祭

海
の
幸
へ
の
感
謝
と
豊
漁
を
願
っ
て
行
う
祭
り
。

巨
大
な
伊
勢
え
び
神
輿
や
、
じ
ゃ
こ
っ
ぺ
踊
り

パ
レ
ー
ド
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

w

10
時
～
21
時

q
志
摩
市
浜
島
町
、
大
矢
浜
海
岸
周
辺
一
帯 

u
伊
勢
え
び
祭
保
存
会
　
☎
０
５
９
９
・
５
３
・
３
３
３
０

１
日
㊏
～
７
月
６
日
㊏

高
柳
の
夜
店

１
、３
、６
、８
の
つ
く
日
と
毎
週
土
曜
日
に
は

た
く
さ
ん
の
露
店
が
並
び
、ア
シ
カ
シ
ョ
ー（
７

／
１
）を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
る
。

w

17
時
～

q
伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街

u
高
柳
商
店
街
振
興
組
合
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
１
１
０
１

７
日
㊎
～
９
日
㊐

お
か
げ
横
丁 

夏
ま
ち
ま
つ
り

下
駄
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
、
夏
が
待
ち
遠
し
く
な

る
屋
台
や
大
道
芸
な
ど
で
賑
わ
う
一
足
早
い
夏

祭
り
。
ゆ
か
た
の
レ
ン
タ
ル
着
付
け（
有
料
）も

あ
る
。

w

10
時
～
17
時
（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）、
８
日
（
土
）は

20
時
ま
で
　

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

８
日
㊏
・
９
日
㊐

あ
じ
さ
い
祭
り

境
内
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
あ
じ
さ
い
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
物
産
販
売
な
ど
の
催

し
と
と
も
に
楽
し
め
る
。

w

９
時
～
16
時

q
志
摩
市
大
王
町
波
切
、
大
慈
寺 

u
大
慈
寺
　
☎
０
５
９
９
・
７
２
・
０
０
８
９

６
月
上
旬
～
７
月
上
旬

浅せ
ん

間げ
ん

祭

富
士
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
浅
間
神
社
を
中
心
に

し
た
祭
。
南
伊
勢
町
各
地
区
に
あ
る
浅
間
山
で

行
わ
れ
、
方ほ
う

座ざ

浦う
ら

や
阿
曽
浦
な
ど
で
は
化
粧
を

し
た
男
た
ち
が
地
区
内
を
練
り
歩
く
。

q
南
伊
勢
町
各
地
区 

u
南
伊
勢
町
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
６
６
・
１
７
１
７

６
月
上
旬
～
梅
雨
明
け
宣
言

梅
雨
の
お
か
げ
横
丁

雨
の
日
を
華
や
か
に
彩
る
約
30
種
４
０
０
株
の

あ
じ
さ
い
を
展
示
販
売
す
る
市
（
６
月
上
旬
～

中
旬
）や
番
傘
の
無
料
貸
し
出
し
、
て
る
て
る

坊
主
の
飾
り
な
ど
を
楽
し
め
る
。

w
10
時
～
17
時
　
q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁 

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

16
日
㊐
・
17
日
㊊
月つ

き

次な
み

祭

皇
室
と
国
民
の
栄
え
と
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
行

わ
れ
る
大
祭
。
三
節
祭
の
ひ
と
つ
。

w

外
宮
奉
幣
16
日
12
時
～
、
内
宮
奉
幣
17
日
12
時
～

q
伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
ほ
か（
伊
勢
市
）

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

６
月
中
旬
し
ょ
う
ぶ
フ
ェ
ス
タ

約
１
０
０
品
種
、
４
万
株
の
し
ょ
う
ぶ
が
６
月

初
旬
か
ら
開
花
し
、
中
旬
に
見
頃
と
な
る
。
民

話
の
駅
蘇
民
で
つ
く
ら
れ
た
お
餅
や
お
こ
わ
な

ど
も
特
価
で
販
売
さ
れ
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
し
ょ
う
ぶ
ロ
マ
ン
の
森

u
民
話
の
駅
蘇
民
　
☎
０
５
９
６
・
４
４
・
１
０
０
０

21
日
㊎
夏
至
祭

夏
至
の
日
の
出
と
と
も
に
夫
婦
岩
前
で
禊
を
行

う
。
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
す
る
。

w

３
時
30
分
～
　
q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社 

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

22
日
㊏
赤
崎
祭

夏
を
呼
ぶ
鳥
羽
の
代
表
的
な
祭
り
。
た
く
さ
ん

の
露
店
が
並
び
、
涼
し
げ
な
ゆ
か
た
姿
の
人
も

多
く
「
ゆ
か
た
祭
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
日
、
厄
除
け
の
杉
の
枝
が
売
ら
れ
る
。

w

10
時
～
　
q
鳥
羽
市
、
赤
崎
神
社 

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

24
日
㊊
桜
木
地
蔵
大
祭

子
育
て
や
無
病
息
災
な
ど
で
古
来
多
く
の
信
仰

を
集
め
て
き
た
桜
木
地
蔵
の
祭
典
。
幸
矢
の
授

与
が
あ
り
、
夜
に
は
盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
。

w

６
時
～
21
時

q
伊
勢
市
、
桜
木
町
地
蔵
堂 

u
桜
木
町
地
蔵
堂
公
民
館

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
８
９
７
８

24
日
㊊
伊い

雑ざ
わ
の

宮み
や

御
田
植
式

平
安
時
代
か
鎌
倉
時
代
初
め
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
日
本
三
大
御
田
植
祭
の
ひ
と
つ
。
大
団

扇
が
つ
い
た
忌
竹
を
奪
い
合
い
、
そ
の
後
早
乙

女
ら
に
よ
る
お
田
植
え
が
行
わ
れ
る
。

w

10
時
30
分
～
　
q
志
摩
市
磯
部
町
、
伊
雑
宮  

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

27
日
㊍
～
29
日
㊏

朝
熊
岳
開か

い

山ざ
ん

忌き

朝
熊
岳
金
剛
證
寺
の
再
興
に
尽
く
し
た
仏ぶ
つ

地じ

禅ぜ
ん

師し
（
東と
う

岳が
く

文ぶ
ん

昱い
く

）の
命
日
に
ち
な
ん
で
開
山
堂
で

は
新
亡
施
餓
鬼
、
奥
之
院
で
は
卒
塔
婆
供
養
が

行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

w

開
山
忌
法
要
は
29
日
10
時
～

q
伊
勢
市
、
金
剛
證
寺
開
山
堂

u
金
剛
證
寺
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
１
７
１
０

29
日
㊏
御み

潜か
づ
き

神
事
の
再
現

神
宮
へ
納
め
る
熨の

斗し

鰒あ
わ
び

を
つ
く
る
た
め
の
ア
ワ

ビ
を
採
取
す
る
神
事
を
再
現
。
磯
着
姿
の
海
女

た
ち
が
海
に
潜
り
、
ア
ワ
ビ
採
り
を
行
う
。

w

10
時
～
　
q
鳥
羽
市
国
崎
町
、
前
の
浜 

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

30
日
㊐
夏
越
の
大
祓

蘇
民
将
来
の
伝
説
に
由
来
す
る
茅
の
輪
が
本
殿

の
前
に
作
ら
れ
、
参
加
者
が
「
蘇
民
将
来
」
を

唱
え
な
が
ら
３
回
輪
を
く
ぐ
っ
て
罪
穢
を
祓
う
。

w

15
時
～
　
q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社  

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

１
日
㊊
～
７
日
㊐

七
夕
ま
つ
り

お
は
ら
い
町
に
大
小
の
七
夕
笹
が
揺
れ
る
。
短

冊
に
願
い
事
を
書
き
、
飾
る
こ
と
も
で
き
る
。

w

10
時
～
17
時
　
q
伊
勢
市
、
お
は
ら
い
町
界
隈
　

u
伊
勢
市
観
光
企
画
課
　
☎
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
６
５

6
日
㊏
し
ろ
ん
ご
祭

白
い
磯
着
姿
の
海
女
が
い
っ
せ
い
に
海
に
潜
り
、

ア
ワ
ビ
捕
り
を
競
う
祭
り
。「
し
ろ
ん
ご
」
と

は
島
の
守
護
神
「
白
鬚
大
明
神
」
の
「
白
鬚
」
が

な
ま
っ
た
も
の
。

w

７
時
～
11
時
30
分
頃
　
q
鳥
羽
市
、
菅
島
・
し
ろ
ん
ご
浜

u
菅
島
旅
館
組
合
　
☎
０
５
９
９
・
３
４
・
２
２
３
１

7
日
㊐
柴さ

い

燈と
う

大
護
摩

家
内
安
全
、
豊
作
、
豊
漁
を
祈
っ
て
７
回
護
摩

を
た
く
。
参
道
に
は
露
店
が
並
び
、
１
万
人
以

上
の
人
々
で
賑
わ
う
。

w

７
時
～
　
q
伊
勢
市
、
世
義
寺

u
世
義
寺
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
５
３
７
２

8
日
㊊
潮
か
け
祭

７
９
０
年
以
上
続
く
奇
祭
。
海
の
安
全
と
大
漁

を
祈
り
、
海
女
や
漁
師
た
ち
が
潮
を
か
け
合
う
。

w

10
時
漁
港
出
発
。
11
時
潮
か
け
開
始
。
　

q
志
摩
市
志
摩
町
、
和
具
漁
港
～
大
島
　

u
潮
か
け
祭
奉
賛
会
　
☎
０
５
９
９
・
８
５
・
６
５
５
１

13
日
㊏

第
61
回
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会

神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝

全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
花
火
師
が
参
加
す

る
競
技
花
火
大
会
。

w

19
時
25
分
～
21
時
15
分（
予
定
）　
q
伊
勢
市
、宮
川
河
畔

u
伊
勢
市
観
光
事
業
課
　
☎
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
６
６

14
日
㊐
河
崎
天
王
祭

神
輿
や
メ
ロ
デ
ィ
鼓
隊
、
勢
田
川
で
の
水
中
金

魚
花
火
、
夜
店
、
河
崎
音
頭
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
上
が
る
。

w

夕
方
～
　
q
伊
勢
市
、
河
崎
一
帯

u
伊
勢
河
崎
商
人
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
４
８
１
０

14
日
㊐
二
見
大
祭 

し
め
な
わ
曳ひ

き

夫
婦
岩
に
張
り
替
え
る
５
本
の
大
注
連
縄
を
奉

曳
車
に
載
せ
、
木
遣
り
唄
や
法ほ

螺ら

貝が
い

の
音
に
合

わ
せ
て
夫
婦
岩
表
参
道
を
練
り
歩
い
て
二
見
興

玉
神
社
に
奉
納
す
る
。

w

18
時
～
21
時
　

q
伊
勢
市
二
見
町
、
Ｊ
Ｒ
二
見
浦
駅
～
夫
婦
岩
表
参
道
～

二
見
興
玉
神
社

u
茶
屋
区
事
務
所
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
３
６
３

14
日
㊐
棒
ね
り

灯
明
が
と
も
る
若
宮
神
社
の
参
道
を
、
島
の
男

た
ち
が
歌
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
五
色
の
飾
り
を

両
端
に
つ
け
た
棒
を
回
し
な
が
ら
、
神
社
へ
練

り
込
む
。（
中
之
郷
17
時
35
分
発
の
定
期
船
に

乗
れ
ば
祭
り
の
見
学
可
能
）

w

17
時
30
分
頃
～
19
時

q
鳥
羽
市
、
坂
手
島
・
若
宮
神
社

u
棒
ね
り
奉
賛
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
７
１
０
７

14
日
㊐
相お

う

差さ
つ

天
王
く
じ
ら
祭

十
一
面
観
音
が
鯨
に
乗
っ
て
相
差
へ
あ
が
っ
た

と
い
う
伝
説
に
因
ん
だ
祭
り
。
鯨
み
こ
し
が
町

中
を
練
り
歩
い
た
後
、
海
へ
と
入
り
、
海
上
安

全
を
祈
願
す
る
。
夜
に
は
夜
店
が
並
び
花
火
も

あ
が
る
。

w

12
時
～
21
時
30
分
　
q
鳥
羽
市
相
差
町

u
相
差
町
内
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

19
日
㊎
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り

海
上
一
面
を
花
畑
の
よ
う
に
彩
る
水
中
花
火
を

は
じ
め
と
す
る
鮮
や
か
な
花
火
を
会
場
や
船
、

宿
泊
施
設
な
ど
い
ろ
ん
な
場
所
で
楽
し
め
る
。

w

18
時
～
21
時（
花
火
は
20
時
～
）

q
鳥
羽
市
、
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺

u
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
５
９
９
・
２
５
・
１
３
７
３

20
日
㊏
渡わ

た

鹿か

野の

天
王
祭

島
内
の
民
家
が
灯
り
を
消
す
な
か
で
八
重
垣
神

社
の
御
神
体
が
神
輿
に
移
さ
れ
、
島
内
を
疾
走

す
る
。
海
上
花
火
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
。

w

18
時
30
分
頃
～

q
志
摩
市
磯
部
町
、
渡
鹿
野
島
一
帯
、
八
重
垣
神
社

u
志
摩
市
観
光
協
会 

　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

第
62
回
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
神
宮
の
森
の
知
ら

れ
ざ
る
自
然
の
美
し
さ
・
奥
深
さ
に
迫
る
写
真

展
。
入
場
無
料
。

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

　

式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
、伊
勢
自
動
車
道（
高

速
）の
伊
勢
Ｉ
Ｃ
ル
ー
プ
に
こ
の
春
、
当
地
の

照
葉
樹
林
を
再
現
す
る
若
苗
約
７
０
０
本
が
植

樹
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
「
伊
勢
道

の
景
観
を
考
え
る
会
」（
委
員
長
・
大
野
研
三
重

大
学
大
学
院
准
教
授
）で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　

同
心
円
状
に
高
木
の
常
緑
樹
（
ス
ダ
ジ
イ
、

ア
ラ
カ
シ
、
オ
ダ
マ
キ
、
ス
ギ
等
）、
落
葉
樹

（
ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
ガ
タ
マ
等
）、
中

低
木（
ヤ
マ
モ
モ
、
ジ
ン
グ
ウ
ツ
ツ
ジ
等
）15
種

で
樹
林
を
つ
く
る
。「
次
の
遷
宮
年
に
は
ど
ん

な
森
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
植

樹
参
加
者
は
楽
し
み
な
様
子
だ
。

　

秋
の
遷
宮
を
見
据
え
て
整
備
が
進
ん
で
い
る

伊
勢
市
駅
前
広
場
に
4
月
14
日
、
芭
蕉
句
碑
が

建
立
さ
れ
た
。

　

句
は
「
た
ふ
と
さ
に　

み
な
お
し
あ
ひ
ぬ　

御
遷
宮
」。
元
禄
2
年
（
₁
６
８
９
）に
「
奥
の
細

道
」
紀
行
を
岐
阜
県
大
垣
市
で
結
ん
だ
芭
蕉
は
、

そ
の
後
伊
勢
を
訪
れ
、
第
46
回
式
年
遷
宮
が
行

わ
れ
て
い
る
外
宮
を
参
拝
。
そ
の
際
詠
ん
だ
句
で
、

遷
宮
の
賑
わ
い
を
い
き
い
き
と
伝
え
て
い
る
。

　

芭
蕉
は
生
涯
に
伊
勢
を
6
回
訪
れ
、
22
句
を
詠

ん
だ
が
、
遷
宮
に
関
す
る
も
の
は
こ
の
１
句
の
み
。

し
か
も
伊
勢
市
内
に
こ
の
句
の
碑
が
な
か
っ
た

た
め
、
地
元
の
有
志
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

市
民
の
寄
付
を
募
っ
て
建
立
し
た
。

　

句
碑
は
黒
御
影
石
製
で
、
高
さ
80
㌢
、
幅
１

２
０
㌢
、奥
行
30
㌢
の
石
版
。
そ
の
台
座
に
は「
奥

の
細
道
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
道
も
描
か
れ
、
観

光
客
を
迎
え
て
い
る
。

　

伊
勢
市
駅
周
辺
の
山
田
地
区
に
は
、
こ
の
ほ

か
10
カ
所
余
り
に
芭
蕉
句
碑
が
あ
る
。

● 

デ
ー
タ
は
5
月
1
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト

は
主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

6
月

7
月

初
夏
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

浅間祭

月次祭

い

せ

び

と

歳

時

記

鳥羽みなとまつり

購読のご案内
本紙を購読ご希望の方は、ご住所・お名前・
電話番号・号数・部数を明記の上、下記の
料金案内をご確認いただき、伊勢文化舎まで
お送りください。（１・６・８号在庫なし）
・１～５部	 送料１００円（切手可）
・６～１０部	 送料２００円（切手可）
・１１部以上	 	送料は着払い。別途梱包料

５００円が必要です。
（注）	１０１部以上は料金が異なりますので、お

問い合せください。
〈お問い合せ・送付先〉
〒516-0016　伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内「いせびとニュース」係
ＴＥＬ０５９６・２３・５１６６
※次号の発行は7月中旬の予定です。

　
伊
勢
Ｉ
Ｃ
ル
ー
プ
に〝
遷
宮
記
念
の
森
〟

　
遷
宮
を
詠
ん
だ
芭
蕉
句
碑
を
建
立

◆
訂
正
と
お
詫
び

９
号
の「
い
せ
び
と
歳
時
記
」で
紹
介
し
た
猿

田
彦
神
社
の
御
田
祭
の
日
程
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
５
月
５
日（
祝
）に
訂
正
し
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

伊勢ICループ植樹芭蕉句碑


